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二
〇
〇
八
年
五
月
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
（
当

時
）
は
「
世
界
の
食
糧
価
格
高
騰
の
一
因
は
米
国

の
総
人
口
を
上
回
る
イ
ン
ド
人
中
間
層
の
生
活
が

豊
か
に
な
り
栄
養
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
」
と
発
言
し
、
イ
ン
ド
国
内
で
激
し
い
反
発
を

招
い
た
。
本
稿
で
は
イ
ン
ド
の
主
食
を
紹
介
し
な

が
ら
、
食
糧
危
機
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

●
主
要
穀
物
の
消
費
分
布

　

日
本
の
約
九
倍
の
国
土
を
持
つ
イ
ン
ド
で
は
気

候
と
灌
漑
の
普
及
程
度
に
よ
り
小
麦
、
コ
メ
、
雑

穀
が
各
地
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
各
穀
物
の
消
費

量
は
、
生
産
地
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
小
麦

食
圏
は
、
冷
涼
な
気
候
で
少
な
い
降
雨
量
な
が
ら

灌
漑
の
発
達
し
た
北
西
部
を
中
心
に
広
が
る
。
米

は
年
間
降
雨
量
一
〇
〇
〇
ミ
リ
以
上
の
南
、
東
、

北
東
部
の
稲
作
地
域
で
食
さ
れ
て
い
る
。
西
部
で

は
内
陸
乾
燥
地
帯
を
中
心
に
雑
穀
（
ト
ウ
ジ
ン
ビ

エ
、
モ
ロ
コ
シ
、
シ
コ
ク
ビ
エ
等
）
の
生
産
地
で

あ
り
、
雑
穀
、
小
麦
、
米
の
混
合
食
パ
タ
ー
ン
を

示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
地
域
の
雑
穀
消

費
量
は
漸
減
し
、
北
西
部
で
小
麦
食
化
、
南
西
部

で
米
食
化
が
進
ん
で
き
た
。
全
国
的
に
も
雑
穀
は

食
卓
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
。
穀
物
消
費
量
全
体
も

食
生
活
の
変
化
等
で
減
少
傾
向
に
あ
る
。
米
農
業

省
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
の
イ
ン
ド
の
一
人
当

た
り
年
間
穀
物
消
費
量
（
一
七
八
Ｋ
Ｇ
）
は
米
国

（
一
〇
四
六
Ｋ
Ｇ
）
の
五
分
の
一
弱
に
過
ぎ
な
い
。

●
米
と
小
麦
の
調
理
法

　

イ
ン
ド
で
は
米
、
小
麦
、
雑
穀
料
理
と
も
地
域

に
よ
っ
て
多
様
な
調
理
法
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で

は
筆
者
の
デ
リ
ー
と
チ
ェ
ン
ナ
イ
で
の
生
活
経
験

に
基
づ
き
、
家
庭
で
の
最
も
一
般
的
な
調
理
法
と

食
事
形
態
に
限
定
し
て
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

　

小
麦
食
圏
デ
リ
ー
。
日
本
の
イ
ン
ド
料
理
屋
に

は
マ
イ
ダ
と
呼
ば
れ
る
製
粉
を
発
酵
さ
せ
て
土
釜

（
タ
ン
ド
ー
ル
）
で
焼
い
た
ナ
ー
ン
が
必
ず
メ

ニ
ュ
ー
に
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
一
般
家
庭

に
通
常
タ
ン
ド
ー
ル
は
な
い
の
で
ナ
ー
ン
に
お
目

に
か
か
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
全
粒
粉
（
ア
ー

タ
ー
）
を
発
酵
さ
せ
ず
に
耳
た
ぶ
ほ
ど
柔
ら
か
く

な
る
ま
で
水
を
混
ぜ
て
丸
め
、
麺
棒
等
で
薄
く
円

形
に
延
ば
す
。
そ
の
両
面
を
平
鉄
板
で
焼
く
チ
ャ

パ
テ
ィ
ー
、
油
で
揚
げ
て
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
ま

せ
る
プ
ー
リ
ー
、
生
地
に
油
（
お
好
み
で
野
菜
類

等
も
）
を
練
り
込
み
折
り
畳
ん
で
か
ら
再
び
の
ば

し
て
焼
く
パ
ラ
ー
タ
ー
が
一
般
的
で
あ
る
。
小
麦

食
圏
の
作
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
小
麦
料
理
を
手
で

食
べ
、
米
料
理
に
は
ス
プ
ー
ン
を
使
う
。
長
粒
米

は
、炒
め
る
（
プ
ラ
ー
オ
ー
）、蒸
す
（
ビ
リ
ヤ
ー

ニ
ー
）、
煮
込
む
（
キ
チ
ュ
デ
ィ
）
な
ど
の
温
か

い
料
理
法
が
好
ま
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

米
食
圏
チ
ェ
ン
ナ
イ
。
米
食
圏
で
は
主
に
中
粒

米
を
手
で
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
パ
サ
パ

サ
の
米
が
好
ま
れ
、
た
っ
ぷ
り
の
水
で
米
を
茹
で

て
硬
め
に
炊
け
た
ら
鍋
の
湯
を
捨
て
る
。
し
か
し
、

圧
力
鍋
の
普
及
と
と
も
に
（
炊
飯
器
は
圧
力
鍋
ほ

ど
普
及
し
て
い
な
い
）
こ
の
調
理
法
は
廃
れ
つ
つ

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
南
部
で
は
米
と
各
種
カ
レ
ー

を
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
混
ぜ
て
食
べ
、
最
後
に
米
と

ヨ
ー
グ
ル
ト
も
同
様
に
し
て
頂
く
。
茹
で
た
米
に

ナ
ッ
ツ
類
、
香
辛
料
、
具
（
ラ
イ
ム
、
コ
コ
ナ
ッ

ツ
、
ト
マ
ト
等
）
を
混
ぜ
る
「
混
ぜ
ご
飯
」
も
頻

繁
に
食
卓
に
並
ぶ
。
ポ
ン
ガ
ル
は
、
米
と
豆
を
砂

糖
類
で
甘
く
煮
込
ん
で
収
穫
を
祝
う
料
理
で
あ
り
、

甘
味
料
の
代
わ
り
に
香
辛
料
を
使
っ
て
粥
状
に
す

る
と
胃
腸
の
調
子
の
悪
い
時
に
最
適
で
あ
る
。
さ

ら
に
南
部
で
は
、
米
（
及
び
豆
）
を
粉
や
ペ
ー
ス

ト
状
に
し
て
か
ら
の
調
理
法
も
豊
富
で
あ
る
。
米

の
粉
を
麺
状
に
し
て
蒸
し
た
イ
デ
ィ
ア
ッ
パ
ン
、

米
と
豆
を
吸
水
さ
せ
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
発
酵
さ
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せ
た
生
地
か
ら
ク
レ
ー
プ
状
に
焼
く
ド
ー
サ
、
野

菜
な
ど
具
を
混
ぜ
て
厚
め
に
焼
い
た
お
好
み
焼
風

の
ウ
タ
パ
ム
、
型
に
入
れ
て
蒸
し
た
イ
ド
リ
等
で

あ
る
。
南
部
の
小
麦
料
理
で
は
、
セ
モ
リ
ナ
や
バ

ミ
セ
リ
（
米
の
場
合
も
あ
る
）
を
豆
、
野
菜
、
香

辛
料
と
共
に
炒
め
煮
し
た
ウ
プ
マ
が
あ
る
。

　

以
上
、
イ
ン
ド
の
食
生
活
の
一
部
を
覗
い
て
み

る
と
、
主
食
に
（
そ
し
て
副
食
に
も
）
豆
を
多
用

す
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
イ
ン

ド
で
は
菜
食
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、
肉
や
魚
を
毎

日
食
べ
る
人
は
少
な
い
。
近
年
、
ミ
ル
ク
消
費
量

が
増
加
し
て
い
る
と
は
い
え
、
家
畜
用
飼
料
穀
物

消
費
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
抑
制
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
②
）。
イ
ン
ド
人
の
穀
物
消
費
量
が
少

な
い
の
は
穀
類
、
豆
、
野
菜
な
ど
の
植
物
性
食
品

の
摂
取
を
中
心
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

●
食
糧
自
給
の
達
成
と
配
給
制
度

　

イ
ン
ド
は
一
九
六
〇
年
代
中
盤
の
干
魃
を
契
機

と
し
て
食
糧
増
産
を
目
指
す
「
緑
の
革
命
」
戦
略

を
と
り
、
人
口
増
加
率
を
上
回
る
生
産
増
に
よ
っ

て
七
〇
年
代
中
盤
に
は
食
糧
自
給
を
達
成
し
た
。

　

六
〇
年
代
の
干
魃
は
、
食
糧
等
の
公
的
配
給
制

度
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
の
整
備
に
も
つ
な
が
っ
た
。
中
央

政
府
は
米
や
小
麦
を
余
剰
地
域
か
ら
買
い
取
り
、

不
足
地
域
の
州
政
府
に
売
り
渡
す
。
消
費
者
は
、

全
国
に
約
四
九
万
店
舗
あ
る
公
正
価
格
店
を
通
じ

て
市
場
価
格
よ
り
安
い
値
段
で
米
や
小
麦
を
購
入

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
ま
で
原
則
と

し
て
全
国
民
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
受
益
世
帯

の
選
別
が
行
わ
れ
た
現
在
、
貧
困
線
以
上
、
貧
困

線
以
下
、
最
貧
困
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
月

間
の
配
給
枠
と
購
入
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
公
立
校
で
の
給
食
や
年
金
支
給
対
象
外
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
無
料
の
食
糧
供
給
制
度
等

も
全
国
で
導
入
さ
れ
た
。
慢
性
的
な
飢
餓
状
態
に

あ
る
国
民
は
減
少
し
、
栄
養
状
態
の
改
善
傾
向
も

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
食
糧
安
全
保
障
に
お
け
る

政
府
の
役
割
は
一
定
程
度
評
価
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
運
営
は
各
州
政
府
が
担
っ

て
お
り
、
州
に
よ
り
受
益
世
帯
の
選
定
、
分
配
・

価
格
設
定
を
含
め
た
実
際
の
運
営
に
大
き
な
違
い

が
見
ら
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。
と
り
わ
け
、
貧

困
者
比
率
の
高
い
州
で
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
利
用
が
低
く
、

栄
養
・
保
健
関
連
の
指
標
も
低
い
。
そ
れ
以
外
の

州
で
も
受
益
者
の
選
別
を
め
ぐ
る
不
透
明
性
、
流

通
や
配
給
に
伴
う
利
権
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。

筆
者
の
デ
リ
ー
の
ス
ラ
ム
調
査
で
も
、
配
給
カ
ー

ド
取
得
の
た
め
の
複
雑
な
行
政
手
続
き
、
当
局
に

袖
の
下
を
使
う
必
要
性
か
ら
、
相
対
的
に
所
得
の

低
い
家
計
で
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
流
通
ル
ー
ト
で
の
商
品
横

流
し
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
、
公
正
価
格
店
に
は

商
品
が
常
備
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
定
価

格
で
も
販
売
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

●
食
糧
安
全
保
障
の
課
題

　

イ
ン
ド
は
一
九
九
〇
年
代
中
盤
か
ら
米
、

二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
小
麦
の
輸
出
を
開
始
し
た
。

こ
れ
に
は
、
過
剰
に
な
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｓ
在
庫
が
輸
出

に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
た
背
景
が
あ
る
（
参
考
文
献

③
）。
中
央
政
府
の
食
糧
買
取
価
格
が
農
民
の
圧

力
で
高
値
に
設
定
さ
れ
た
た
め
に
州
へ
の
売
渡
価

格
も
引
き
上
げ
ら
れ
、
市
場
価
格
と
の
差
が
小
さ

い
低
品
質
の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
商
品
は
消
費
者
に
避
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
現
在
、
イ
ン
ド
は
世
界
有
数
の
米

輸
出
国
で
あ
る
が
、
輸
出
よ
り
も
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
備
蓄

確
保
が
優
先
さ
れ
る
。
実
際
、
今
年
前
半
に
総
選

挙
を
控
え
、
昨
年
政
府
は
非
バ
ス
マ
テ
ィ
ー
米
、

小
麦
等
の
輸
出
を
禁
止
し
た
。
こ
の
措
置
は
世
界

の
米
価
格
の
上
昇
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
。

　

近
年
、
穀
物
生
産
性
の
伸
び
の
頭
打
ち
傾
向
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
食
糧
自
給
に
は

灌
漑
の
普
及
や
電
化
が
進
ん
で
い
な
い
開
発
後
進

地
域
で
の
生
産
増
大
が
重
要
な
鍵
を
握
る
だ
ろ
う
。

農
業
生
産
へ
の
投
資
の
必
要
な
州
と
Ｐ
Ｄ
Ｓ
利
用

の
低
い
州
は
重
複
す
る
。
米
需
要
が
す
で
に
微
減

傾
向
を
示
し
は
じ
め
る
な
か
、
後
進
州
で
開
発
と

食
糧
安
全
保
障
を
進
め
る
難
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
つ
じ
た　

ゆ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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